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第 16 回凝集系核科学国際会議(ICCF16；The 16th International Conference on 
Condensed Matter Nuclear Science)の概要 

 
１．場所：インド チェンナイ GRT コンベンションセンター 
２．期間：2011 年 2 月 6 日から 11 日 
３．参加者：ICCF16：インド、アメリカ、日本、韓国、イタリア等から約 100 名 
４．後援：International Society for Condensed Matter Nuclear Science(ISCMNS; 国際

凝集系核科学国際学会)、Indian Physics Association(IPA; インド物理協会)、Indian 
Nuclear Society(INS;インド原子力学会) 

 
図１. ICCF16 に関する新聞記事（DECCAN Chronicle 12th Feb.2011;中央は本会議全体

の chairman である Dr. Srinivasan、右はインド文部科学省の担当官） 
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５．プログラム 
プログラムの概略を以下に示す。昨今の環境エネルギーへの注目度から全体にエネ

ルギー発生（過剰熱発生）に焦点がおかれたプログラムとなっており、発表数も多か

った。また、インド原子力エネルギー委員会（Indian Atomic Energy Commission）
の会長（Dr. Banerjee）が会議の冒頭講演を行い、インドメディアの取材も多く TV・

新聞で連日報道が行われるなど、さらにインド工科大学でこの分野の講演が行われる

（後述するように下名も講演）等、インドでは常温核融合（凝集系核反応）に対する

偏見等はあまり感じられなかった。 
 また、この会議が行われる数ヶ月前に、イタリアの Rossi＆Forcadi による Ni-H 系

の発熱実験と実用装置の開発が会議の中でも話題を呼んでおり、この件に関する報告

（Rossi＆Forcadi は会議に出席せず）なども注目を集めた。 
 

表１ ICCF16 のスケジュール(概略) 

Plenary Session
Gas Loading
Electrolysis

Poster Session

9th Feb.2011 Theory
Nuclear Measurements
Transmutations
Materials

11th Feb.2011 Engineering & Technology

7th Feb.2011

8th Feb.2011

10th Feb.2011

 
 

６．発表から抜粋 
以下、発表の中からいくつかについて報告する。全ての発表については ICCF16 の

Abstract を参照して頂きたい。 
 
① Rossi＆Forcadi(イタリア)の実験とその内容に関する議論 
元々、シエナ大学の Piantelli らが始めた Ni-H 系での過剰熱と核変換の実験に端を

発し、Leonardo 社というベンチャー会社の社長の Rossi とボローニャ大学の Forcadi
教授で実験を行っている。最近、彼らは 1kW の過剰熱の発生を確認し、2011 年の 10
月には１MW の装置を開発する予定だとアナウンスした。ニッケルと軽水素を使って

過剰熱が安定して発生するのであれば、実用上は極めて有利であるため、凝集系核反

応分野はもとより一般の科学技術を扱うホームページ上でも話題となっている。 
パテントの関係で詳細は公開されていないが、ナノサイズのニッケルパウダーと水

素、そしてある種の触媒が使われているという。Forcadi の論文によると、反応は Ni
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と水素（プロトン）の核変換反応であり、当社の元素変換との関係も深い。 
 

図 2. Rossi＆Forcadi の熱発生装置の概観 

 
 
会議には Rossi も Foracadi も参加せず、その代わりに、イタリア INFN（国立核物理研

究所）の Dr.Celani が彼らの実験室を訪問した結果等について報告を行った。それによる

と、Rossi たちが触媒等の詳細をオープンにしないため詳しく分からない部分が多く、実

験の信頼性を正しく評価することは難しいとのことであった。 
Rossi＆Forcadi の熱発生装置の実用化が彼らの目論見どおり進展するかどうかはまだ

不透明であるが、Ni－H 系で何かが起きていることは間違いないと見られ、今後の動向を

見守っていきたい。 
 
② Meulenberg(マレーシア Universiti Sains Malaysia)の理論 
 これまで、数多くの理論が提唱されてきているが、未だに決定的な理論は存在しない。そ

の中で、ワシントンで 2008 年に開催された ICCF14 に出席してからこの分野に参入した

Dr. Meulenberg の理論は注目すべきと思われる。理論の骨子は、以下である。 
① 重水素と電子がペアをつくり、電子が非常に深いレベルの軌道(n=0:naught orbits)に

落ち込み、重水素の電荷を遮蔽する。 
② 電子運動の相対論的効果を考えると、重水素ペアのスクリーニングは非常に強く、D+D

⇒4He の反応が起きる。その際、初期エネルギーが低いため、DD がプロトンや中性子、
３He に崩壊するチャンネルは開かない。放射能なしに４He にのみ移行する。（Lochon
モデル） 

③ 非常に深いエネルギー準位については、デイラック方程式やクライン・ゴードン方程

式によって予測されている。 
彼の理論は、重水素のペアが反応（α粒子が反応）するかのような結果が得られている

MHI グループの実験結果をうまく説明できる。もちろん、理論的な問題はいくつもある。

現実的な問題として、いかなる物性条件で Lochon（重水素電子ペアボゾン）が生成され

るかであり、現状ではこの点については定性的な議論しか行われていない。いずれにせよ、
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理論的な進展が実験的進展と共にこの分野に必要であることはいうまでもなく、今後の進

展に期待したい。 
 

③ Kasagi(Tohoku Univ.日本)のα崩壊確率の増加 
 東北大の笠木教授は以前から固体中の核反応率の増大に関して研究を行ってきた。今回

は、天然の材料に含まれるα崩壊核種である 147Sm のアルファ崩壊の確率が D+ビームの

照射中は 2 倍に増加することを発見した。アルファ崩壊の確率は、核の中のポテンシャル

で決まっており、通常は変化しないと考えられており、興味深い報告である。 
D+ビームの照射中は照射ターゲットの Sm メタル中で D 密度が増加し、新元素変換と同

様の金属中での核反応環境が変わったと解釈できる。また、応用の観点からもアルファ崩

壊の速度がコントロールできれば、放射性廃棄物のうち、新元素変換で処理が可能と思わ

れる Cs や Sr 以外に Am 等の超ウラン元素（アルファ崩壊元素）の半減期を早めることに

つながる。 
図 3. 東北大笠木教授グループの実験装置構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ Tnazella(SRI International.米国)の PdD ワイヤー実験 
SRI の Dr.Tanzella たちは、米国 DOD（国防総省）の DTRA（Defense Thread Reduction 

Agency）からファンドをもらい、精度の良い Cryogenic カロリメトリー法を用いて、PdD
ワイヤーにパルスで高電界をかけ発熱を観測する実験を実施した。これは過去に INFN の

Dr.Celani たちが実施していた実験の類似実験である。この実験で、PdH や Pd 単独、Ti
などさま PdD のワイヤーで実験を行ったが、ワイヤーが爆発“explode”したのは PdD
のみであり、この explosion は化学反応では説明できないことを説明していた。また、米

国海軍 SPAWR の研究グループが行っている”co-deposition“というテクニックを用いると、

ワイヤーの爆発が良く起きるということを報告していた。 
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⑤ Celani(INFN、イタリア)の熱発生実験 
Dr.Celaniたちのグループは最近Niナノコートワイヤーでの過剰熱と元素変換実験を行

っている。彼らによると、900℃くらいの高温で Ni ワイヤーに水素雰囲気中で電界をかけ

ると最大で 1800W/g の発熱が観測されたとのことである。従来行っていた、Pd-D 系では

500℃で最大 400W/g 程度の発熱であったため、実用上は Ni-H の方が有利ではないかとの

結論である。ただし、Ni 系は水素を吸蔵させるのが Pd に比べ難しいとのことで、この点

が注意すべき点である。また、Pd の同位体比に変化が生じており、元素組成にも変化があ

ったとのこと。 
 

図 4. イタリア INFN Celani グループの実験装置構成 

 
⑥ Takahashi(テクノバ、日本)、Kitamura(神戸大、日本のガスローディング実験 

彼らは、Pd・ZrO2 試料、Pd-Ni/ZrO2試料を用いて軽水素ガスと重水素ガスの、試料

へのチャージを、双子型装置を用いて同時に平行して行い、異常発熱データと異常

D(H)吸蔵のデータを系統的に測定した。Dをガスチャージした際の発熱量が、Hをチャ

ージした場合より大きく上回っており、核反応を伴った現象が起きている。また、吸

蔵量も通常以上に大きくなっており、興味深い。 

また、Pd 表面の酸化層（PdO）や二元金属ナノ粒子の表面のフラクタル構造等に関

する理論的考察により現象を説明しようと試みていた。 

 

⑦ Iwamura(三菱重工、日本)の核変換実験 
IwamuraはCRESTの結果、計算科学の結果、W変換試験の結果を中心に発表を行った。

また、トヨタ中央研究所が当社の再現実験に成功しており、その結果についてもレポ

ートした。 

Ｃｓを添加した Pd 多層膜に重水素ガスを透過させると元素変換が起きる新元素変

換現象は、これまでに Csから Pr、Srから Mo、Baから Smへの変換などが観測されて
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おり、トヨタ中研などが再現実験に成功している。CREST 研究で共鳴核反応を用いた

水素密度分布計測手法を用いて、変換反応の重要な要因と想定している透過中の重水

素の密度計測に取り組んでおり、Pｄ多層膜中の水素濃度が Pdのみの膜に比べて高い

ことを示すデータを得た。また、第一原理計算をこの現象に適用し、変換前と変換後

の元素の電子構造の特徴について検討を行っている。さらに、Wの変換実験により Os

や Ptが得られた可能性を示すデータを得ていた。 

 

７．所感 
今回は、インドで開催ということで、欧米日本の研究者で一部敬遠する動きがあり、

特に高齢の研究者の参加がやや少なかったと思われる。ただし、インドからはチェア

マン Srinivasan レベルの裕福な研究者しか通常の国際会議には参加が難しいため、

インドの研究者がかなり多数参加できたのは今回良かった点と思われる。 
今回特徴的であったのは、韓国から６名の参加があったことである。KAIST（Korea 

Advanced Institute of Science and Technology）の朴教授（Prof. Sunwon Park）を

中心としたメンバーが会議に参加し、熱心に質問など情報収集を行っていた。韓国は

凝集系核反応分野の国家プロジェクトを実施する予定だそうで、今後の展開を注視し

ていきたい。 
これまで常に過剰熱関連の先進的結果をだしていたイスラエルの Energetics 社の

関係者はアメリカミズーリ州に移ったとのことで今回は発表は行っていなかった。

Energetics トップの Dr.Lesin の話ではミズーリ大学近郊で現在実験装置の立ち上げ

を行っているとのことである。前回のローマ、前々回のワシントンに比べるとベンチ

ャービジネスの関係者は少なかったが ST Micro Electronics 社、フィアット社などは

継続して研究を行っているとのことであり、米国のベンチャー関係者は数名参加して

いた。 
次回の ICCF17 は韓国で開催される見込みであり、地理的にも日本から近いことか

ら日本の多くの研究者の参加を期待したいと思う。 
以上 


